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HPCHPC向け向けR&DR&Dソリューションソリューション

2005年8月30日（火）

富士通株式会社
科学ソリューション統括部

万谷 哲

[アブストラクト]
ペタコンピューティングには、1台でペタフロップス級を実現するほか、複数のシ
ステムを使用したメタコンピューティングにより実現する世界がある。いずれもリ
モートで如何にシステムを使いこなすかという課題があり、それにはＣＰＵパワー
だけでなくデータのアクセサビリティや可視化の問題も同時に考えていかなけれ
ばならない。本発表ではユースケースを考え、デモを交えながらいくつかのソ
リューションを紹介する。

[キーワード]
HPCソリューション、R&Dソリューション、製品紹介
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本日は、計算機利用環境の変化により新しい市場の要求がでてきたというお話
と、その要求に応えるためのソリューションについてご紹介いたします。

本日は30分で駆け足で、６つのソリューションをご紹介いたします。私からは概

要を紹介するに留めさせていただく部分もありますが、ご紹介するソリューション
は後方の会場でデモを行っております。個々の詳細については後ほど、各ス
タッフにご質問いただければ幸いです。



3

All Rights Reserved,Copyright© Fujitsu Limited 1998

計算センタを中心に計算機を利用計算センタを中心に計算機を利用

計算センター

ジョブ制御
システム資源の効率利用（ローカルスケジューラ）
同時実行ユーザ抑止
最適な実行ジョブの選択
ジョブスワップ・凍結機能
プリフェッチ、キャッシュメモリ最適化

システム資源監視
リアルタイム監視
アラーム通知

ジョブ実行操作
会話型ジョブ実行機能

利用者・課金管理
利用者登録
ジョブ課金
課金集計
予算管理

統計
システム稼動状況
利用状況

ファイル管理
高速アクセス
HSM
リモートアクセス（NFS)

プログラム開発環境
コンパイラ・MPL
数値計算ライブラリ
プログラミング支援
（デバッガ,プロファイラ）

センター向けR&Dソリューション

従来の従来の計算機利用環境計算機利用環境

さて、従来の計算機利用環境というのは、計算機センターにHPCシステムが１～
２台設置されており、エンドユーザはそれらのシステムを共有して利用する使い
方が一般的でした。すなわち、センターが中心となって利用者がそれを使いに
いくという形式です。このような環境下においては、1台のシステムを如何に効率
よく利用していくかということを考え、ミドルウェアやツールを揃えていく必要があ
りました。例えば、ここで挙げているローカルスケジューラや高速ファイルシステ
ム、課金情報や統計情報の採取用ツール、システム資源監視用ツール、プログ
ラム開発環境などがそれにあたります。これらの機能は今後もローカル環境を効
率よく使用するという点では残っていきますが、これからお話しするのは利用環
境の変化により、さらに上位の機能が必要になってきました。
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ベクトル計算機

大規模LINUX
クラスタ

大規模スカラー
UNIX計算機

部門ローカル
システム

特殊用途
計算機
（ﾊﾞｲｵｻｰﾊﾞ等）

PC教室等の夜間利用
による遊休リソース

特定アプリサーバ

計算機中心の世界から、エンドユーザ中心の世界へ計算機中心の世界から、エンドユーザ中心の世界へ

計算機利用環境の変化計算機利用環境の変化

センター集中型からリモート分散型へセンター集中型からリモート分散型へ

近年PCクラスタなどコモディティチップを使用した比較的安価な高性能計算機
の到来により、従来の大型計算機に加えて、研究室毎に小規模なサーバを用
意したり、特定アプリ（例えばISVアプリ）毎に計算機を分けたりするようになって
きました。

また、ベクトル計算機やMD専用計算機、バイオ用計算機などの専用計算機エ
ンドユーザの選択肢が多様化してきました。

さらに、外部からネットワークを介してアクセスすることが可能なセンターも増えて
きており、研究室で計算できないような大規模な計算はセンターを使いに行くよ
うな利用シーンも増えてきています。すなわち、計算機が中心にあってエンド
ユーザが使いに行く環境から、エンドユーザが中心になって様々なリソースを選
択し、または組み合わせていくような環境に変化してきたということです。例えば、
ジョブを実行して出力されたデータを別のマシンに送って次処理を行ったり、異
なるプログラムを各々別々のマシン上で同時に動かして結果を統合しながら解
を見つけていくような処理は、リモートで計算機を繋ぐことで実現できるように
なってきました。

いわゆるセンター集中型からリモート分散型のメタコンピューティングと呼ばれる
利用環境に変化してきたと言えます。

ところが、その結果、新たな課題が顕著化してきました。



5

All Rights Reserved,Copyright© Fujitsu Limited 1998リモート分散環境におけるシステム運用監視！

新たな計算機利用環境における課題新たな計算機利用環境における課題

ローカル環境・リモート環境のアドレス

データの位置

アプリケーションの位置や実行方法

複数のアプリケーションの連携様々なＯＳのスキル

様々なツールのスキル

ジョブ実行のスキル

データの移動

複雑なジョブフローの実行

リモート分散環境におけるＴＡＴの短縮化！

可視化データの移動時間

リモートによる可視化

利用環境の複雑化に伴い、利用方法が煩雑に！

新たな計算機利用環境においては、利用する計算機の選択肢が増えたことで、
それぞれの計算機の利用方法やアプリケーション、データの位置など、覚えるこ
とが増加しました。その結果手順が煩雑になり、人が介入する部分で時間がか
かったり、ミスによる手戻りが発生したり、またデータの移動に時間がかかったり
と、「計算機リソースは増えたが、結果的に目的とする結果が得られるまでのス
ループット時間が長くなる」というような事態が発生するようになりました。また、
ジョブを投入しようとしたら、実行するシステムが止まっていたなどということもあり、
エンドユーザが全体の状況を把握することはなかなか難しい状態です。

そこで、リモート分散環境において、どうしたら無駄な時間を使わずにターンアラ
ウンドを短くしていくかという新たな課題が浮かび上がってきました。また、エンド
ユーザが分散されたシステムの運用状態をどのように把握するか、という課題も
同時に発生してきました。
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新しい新しいHPCHPC向け向けR&DR&Dソリューションソリューション

可視化
リアルタイム可視化
リモートによる可視化

ジョブ実行の適材適所化
ﾌﾟﾚ､ﾎﾟｽﾄ処理、ISVアプリを意識したｼﾞｮﾌﾞ適材適所

分散データの一元的利用
連成計算など分散された計算リソースの一元化
ﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸｽﾀﾃﾞｨによる大量ジョブ実行の効率化

特殊用途計算機の利用
Webブラウザから実行操作

システム、ジョブ状態リモート監視
リソース状況遠隔監視
ジョブ状態の監視

新しい新しいHPCHPC向け向けR&DR&Dソリューションソリューション

Synfiniway
ｵｰｶﾞﾆｯｸｼﾞｮﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ
/CyberGRIP
HPCポータル

VisTrace
Webオルケッタ

運用管理ポータル

リモート分散環境における新しいソリューションのご紹介

これらのリモート分散環境における課題を解決する、６つの新しいソリューション
をご紹介いたします。

まず最初に、ジョブの実行を適材適所に振り分けるソリューションとして、
SynfiniWay, オーガニックジョブコントローラ/CyberGRIP, HPCポータルの3つを
ご紹介いたします。

次に、利用者がリアルタイムにシステムやジョブの状態をリモートできるソリュー
ションとして、運用管理ポータルをご紹介します。

最後に、可視化の時間短縮のためのリアルタイム可視化としてVisTrace、リモー
トによる可視化ソリューションとしてWebオルケッタをご紹介いたします。
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SynfiniwaySynfiniwayのご紹介のご紹介

ジョブの適材適所化

SynfiniWay

オーガニックジョブコントローラ（OJC)

SystenWalker CyberGRIP

HPC Portal

システム、ジョブ状態リモート監視

運用管理Portal

リアルタイム可視化、リモート可視化

VisTrace

Webオルケッタ

まず最初にジョブを適材適所に振り分けるソリューションのひとつ、SynfiniWayを
ご紹介します。
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Location A
Location B

Location C

SynfiniWay リソース

各種OS・ツールノウハウ不要

アプリケーションの位置認識不要

実行計算機の位置認識不要

single sign-on

single sign-on
single sign-on

ファイルリソースの共用

分散ソフト資産の仮想化
サービスとして定義

アプリUIもSynfiniWayで再設定
ユーザにはWorkFlowで公開

分散ハード資産の仮想化
SynfiniWay Directorが一元管理
ユーザにはDirectorだけを公開

Single Sign-on

協調空間を実現
分散環境上のファイル資産を一括管理

SynfiniWaySynfiniWay
ジョブ実行の適材適所化

SynfiniWayは分散された計算機インフラを仮想化し、エンドユーザに煩雑な作
業をさせることなく、ジョブを最適な計算機に自動的に割り当てることができるミド
ルウェアです。SynfiniWayを使うことで、エンドユーザはデータ移動する必要が
なくなり、アプリの配置などリソースを意識せず使えるので、利用効率が大きく
アップします。

Synfiniwayには大きく3つの特徴があります。

一つ目は、実行する処理をサービスとして定義する点です。エンドユーザはそ
のサービスを実行することでジョブ実行処理が可能となります。またシングルサイ
ンオンにて利用が可能ですから、ハードウェア、OSやツール、アプリケーション
の位置などを一切意識することなく実行することが可能です。

二つ目はワークフローによる処理の一元化です。分散環境上に散らばるサービ
スをワークフローで連携処理することが可能です。これにより前処理や後処理な
ど、プロジェクトに必要な一連の処理を一括化したり、Loop機能による繰り返し
処理や時間帯指定、時間内に終了しなかった場合の処置の指定や他処理の出
力ファイルを動的に別処理の入力ファイルにすることが可能となります。また、複
数の処理の待合わせや実行計算機がダウンした場合は、ワークフローが別計算
機へ自動振り分けすることも可能です。

三つ目は分散環境上のファイル位置を意識することなく、協調空間を実現する
ことが可能な点です。分散環境上のファイルと自PCのファイルがSeamlessに使
用することができます。各サービス用の入力・出力ファイルは必要な場所へ自動
転送します。独自技術による高速データ転送を実現するとともに、データはすべ
て暗号化しますので、遠隔地への転送も情報漏えいの心配がありません。

また、すべてJAVAにより開発されていますので、プラットフォームを選びません。
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SynfiniWayグループ (2)SynfiniWayグループ(1)

CL CL
CL

CL

SM: サービス管理CL: Client

LAN LAN

CL CL

AM: グループ間共用管理

AMAM

DIRECTORDIRECTOR DIRECTORDIRECTOR

Director: SynfiniWay全体管理

SMSM

SM

SM

SM

SynfiniWaySynfiniWayの構成の構成

これがSynfiniWayの構成です。
まずダイレクタと呼ばれるプログラムを中核に置き、これを基点にして資源や実
行処理を管理していきます。また、PCにはダイレクタとPCリソースを連携させるた
めにクライアントプログラムを導入します。計算サーバにはサービスマネージャと
呼ばれるプログラムを導入します。サービスマネージャによってそれぞれのロー
カルスケジューラ、例えばNQS、PBS、Condorといった一般的なものから、
PBSpro/LSF/Load Levellerなどといった商用のスケジューラともSeamlessな連
携を行うことが可能です。

また、遠隔地のSynfiniWayグループと連携させるためにアクインタンスマネー
ジャと呼ばれるゲートウェイを用意します。アクインタンスマネージャで
SynfiniWayグループを繋ぐことにより、より大きなシステムを構築することが可能
です。
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•Workspace:
• WorkFlowや関係する情報を保持するための領域。

•セキュリテイ
• SSLにも対応済み。暗号化したまま目的のDirectoryま
でファイルを転送可能。

SynfiniWay
Director

Service
Manager A

Service
Manager B

Service
Manager C

Service
Manager D

U
S
E
R

A
C
C
E
S
S

Dir Host A
Dir Host C
Dir Host D

Workspace 

Workspace areaWorkFlowに必要なInputファイ
ルやOutputファイルは、どこ
でも指定できる。

Dir A

Dir B

Dir C

Dir D

London

Paris

Tokyo

New York

C: local

計算サーバ上のファイル環境と自PCの環境をSeamlessに扱う
ことができる。

SynfiniwaySynfiniway データコントロールデータコントロール
ジョブ実行の適材適所化

SynfiniWayのデータコントロール方式についてご説明します。
計算サーバ上に共有させるディレクトリを定義しておけば、エンドユーザはあた
かもクライアントのローカルディスク上に存在するかのように操作をすることが可
能です。また、公開ユーザもアクセスコントロールリストにより限定することができ
ます。したがって、ジョブはどこの計算機に投入されようとも実行に必要なInput
ファイルやOutputファイルを、どこからでも使用することが可能になります。実際
には、データはそれぞれのシステム間を自動転送する仕組みになっています。

また、転送データはセキュリティを考慮し、必ず暗号化される仕組みになってい
ます。
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Single Single SynfiniWaySynfiniWay WorkflowWorkflow
Mesh Creation
Meshの作成（計算機への転送）
Meshの分割（計算機への転送）
解析計算機への転送

Simulation
並列解析ジョブの実行
途中経過の解析

Post
• 可視化処理
• 結果データ転送

現状の処理ステップ現状の処理ステップ SynfiniWaySynfiniWayを使うとを使うと

((これらは毎回繰り返されるこれらは毎回繰り返される))

SynfiniWay Services

SimulationSimulation
ServiceService

PostPost
ServiceService

MeshMesh CreationCreation
ServiceService

Loop
に
よ
る
繰
り
返
し
や
判
定
に
よ
る
複
雑
な

W
orkFlow

も
可
能

並列する複数処理の待ち合わせ機能、
各入出力の動的リンク機能、およびLoop機能・判定機能に
より、様々なシーンに対応可能。

SynfiniWaySynfiniWay ワークフローワークフロー
ジョブ実行の適材適所化

次にSynfiniWayのワークフローについてご説明いたします。
例えば、クライアント上でMeshを切って、サーバにこれを渡しシミュレーションを
行った後、画像処理などを行ってクライアントに戻すという作業があります。シ
ミュレーション中には一旦ジョブを止めて続けるかどうかの判断が必要な部分が
あったり、前の結果を次の入力データに使用する場合や全てのジョブ終了を
待って次の作業に移る場合もあります。こうした一連の作業を手作業で行う場合、
ファイル移動や画面の切替えの繰り返しが必要で非常に煩雑です。

SynfiniWayではこうした処理の一つ一つをサービスとして予め定義でき、ワーク
フローとしてGUIで繋ぐことで一連の作業が人手を介することなく進めることがで
きます。一連の作業がどこまで進んだかは常にGUIで監視でき、途中で止めて
ジョブの結果を見ることも可能です。そして、一旦ワークフローを作成しても全体
のつなぎやデータの流れはマウスによる操作によって簡単に変えることができま
す。

以上でSynfiniWayの説明を終わります。
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オーガニックジョブコントローラ（オーガニックジョブコントローラ（OJC)OJC)

SystemWalkerSystemWalker CyberGRIPCyberGRIP のご紹介のご紹介

ジョブの適材適所化

SynfiniWay

オーガニックジョブコントローラ（OJC)

SystemWalker CyberGRIP

HPC Portal

システム、ジョブ状態リモート監視

運用管理Portal

VisTrace

Webオルケッタ

リアルタイム可視化、リモート可視化

次にオーガニックジョブコントローラとこれを利用するミドルウェアSystemWalker
CyberGRIPをご紹介します。
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R&Dユーザのコンピュータシミュレーション作業を効率化。
バッチシステム(Parallelnavi NQS, etc.)やグリッド基盤の
上位で動作するツール。

パラメタを変えながら多くのジョブ投入を何度も行い､
最適値を求める（パラメトリックスタディ）

先行するジョブの実行結果に基づいて条件を変えながら、
複数のジョブを効率よく実行（動的なワークフロー制御）

OJCにより、一連の大量ジョブ実行作業の手間（プレ・ポスト）を
低減し効率化。研究業務への専念と開発期間短縮を支援

目的

効果

オーガニックジョブコントローラ
（OJC)

オーガニックジョブコントローラオーガニックジョブコントローラ
（（OJC)OJC)

ジョブ実行の適材適所化

オーガニックジョブコントローラはSynfiniWayと同じくローカルスケジューラの上
位で動作するツールです。

SynfiniWayでは予めサービスを作成しておき、エンドユーザはGUIでこのサー
ビスを呼び出して繋ぐことでワークフローを生成していましたが、オーガニック
ジョブコントローラはエンドユーザ自身がスクリプトを書くことでワークフローを生
成します。

SynfiniWayがISVアプリなどを利用した定型業務に向いているのに対して、オー
ガニックジョブコントローラはパラメトリックスタディ型の処理に向いています（例：
パラメタを変えながら多くのジョブ投入を何度も行い、最適値を求めるモンテカ
ルロシミュレーションのような処理） 。また、先行するジョブの結果に応じてパラメ

タを自動生成し、さらにジョブを増やして投入を行う動的ワークフロー制御の実
現が可能なため、収束値を求めていくような処理にも向いています。
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サーバ#1 サーバ#2 サーバ#3 サーバ#n

ＯＪＣ

管理サーバ／計算サーバー

バッチキューイングシステム
(計算機資源の有効活用)

利用者

OJCｽｸﾘﾌﾟﾄ

0.357
0.367
0.386:

0.317
0.318
0.327:

0.293
0.294
0.296:

P = 0.465
V = 3.983
T = 2.879

P = 0.245
V = 2.637
T = 1.129:

P = 0.136
V = 3.798
T = 1.879:

計算

ジョブ

1

計算

ジョブ

2

計算

ジョブ

3

後続

ジョブ

演算結果

入力データ

自律的ジョブ生成

待ち合わせ
後続ジョブ投入

ＯＪＣスクリプトにより、プログラムを組み合わせて、ジョブフローが

簡単に制御可能

インベントリ（ジョブの状態、待ち合わせ情報など）情報でジョブを

管理する事により、大量ジョブ実行をリアルタイムに監視／制御可能

適用例

…

ＯＪＣＯＪＣの機能概要と利用環境の機能概要と利用環境
ジョブ実行の適材適所化

SystemWalker CyberGRIP

オーガニックジョブコントローラの機能概要と利用環境について説明します。

まず、エンドユーザはOJCスクリプトと呼ばれるスクリプトによって、複数の入力
データに合わせて自律的にジョブを生成したり、ジョブの待合せ、動的にジョブ
を追加投入するなどのワークフロー、また逐次/並列/内製/ISVアプリを組み合
わせてのワークフローを作成します。このOJCスクリプトをオーガニックジョブコン
トローラに読み込ませることによって、ワークフロー制御を実現します。

オーガニックジョブコントローラはSystemWalker CyberGRIPというミドルウェアの

一部です。

SystemWalker CyberGRIPはオーガニックジョブコントローラと、オーガニックジョ
ブコントローラからの指示を受けてジョブを振り分けるローカルスケジューラ、お
よび計算サーバ上でサーバの状態を知らせるエージェントの大きく３つのコン
ポーネントによって作成されています。

次に、オーガニックジョブコントローラとSystemWalker CyberGRIPが連携して動
く図をお見せします。
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プログラム,
Data転送

利用者

WS端末

運用・管理
ツール群

R&Dセンター環境

SMP : PRIMEPOWER
(Solaris)

IAｸﾗｽﾀ : Primergy
(Linux)

WS 等

(Solaris,Linux,WindowsServer等)

シミュレーション
計算実行

Web
ブラウザ

管理者

OJCスクリプトの作成
ジョブ起動、GUIにて状況確認
結果データ確認

構成計算機状態表示
実行ジョブ状況表示

異機種分散環境

・プログラム及び入力データを配信、
出力データを回収

・サーバの状態監視／ジョブ起動

ジョブ実行制御
（依存関係に対応した
キャンセル、再実行）

・先行ジョブの結果から
追加ジョブ自動生成

イントラネット内
の計算資源の状態
監視、有効活用

マネージャ(マスタサーバ)マネージャ(マスタサーバ)
自律型ジョブ管理

分散キュー管理分散キュー管理

ジョブ実行管理ジョブ実行管理

計算資源管理計算資源管理

エージェント(計算サーバ)エージェント(計算サーバ)

SystemwarkerSystemwarker CyberGRIPCyberGRIP
ジョブ実行の適材適所化

これがSystemWalker CyberGRIPの構成です。

利用者はOJCスクリプトを作成して、マスタサーバにそのスクリプトを投入します。
マスタサーバ上にはマネージャと呼ばれる機能があり、OJCスクリプトのインタプ
リタとなり、各計算サーバ上に置いたエージェントと連携してワークフロー処理や
マスタサーバから計算サーバに対してのデータ自動転送・結果データの回収処
理をします。

また、エンドユーザはGUIを利用してオーガニックジョブコントローラで作成した

ジョブの実行状況や待ち合わせ情報などをリアルタイムに監視し、ジョブの一括

取消などの制御が可能です。
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HPCHPCポータルポータル

運用管理ポータル運用管理ポータル ののご紹介ご紹介

ジョブの適材適所化

SynfiniWay
オーガニックジョブコントローラ（OJC)

SystenWalker CyberGRIP

HPC Portal

システム、ジョブ状態リモート監視

運用管理Portal

VisTrace

Webオルケッタ

リアルタイム可視化、リモート可視化

次にHPCポータルとリモート分散環境におけるシステムや、ジョブの状態監視を
行う運用管理ポータルをご紹介します。
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ポータル構築ツールポータル構築ツール POESYPOESY

•Webポータルを簡単に構築できるツール
•簡易ページ記述言語によって、Webページを手軽に作成(見出
し, バナー表示, 段組, 箇条書き, 表, 画像の組み込み, ファイル
リスティング の定義が容易)
•チャンネルとメニューをGUIから簡単に追加・修正可能
•拡張性
計算サーバ利用部品をチャンネルorメニューに組み込み
→ HPC Portal
運用管理部品を画面に組み込み→運用管理Portal

!list *.png!include xxx.gif,width=200

ディレクトリ上のファイルをリスティングディレクトリ上のファイルを画面に組み込み

研究の成果 , シミュレーションの結果を
少ない手間で情報発信

エディタ (簡易ページ記述言語
によってページ定義ファイルを
編集)

POESY

簡易ページ記述言語
によるページ生成

計算サーバ
利用部品

運用管理
部品

ファイル

メニュー

チャンネル

ディレクトリ

HPCポータル, 運用管理ポータルのご説明をする前に、その基になったポータ
ル簡易作成ツールをご説明します。

研究者にとって、計算サーバを使ってシミュレーションを行うだけでなく、研究の
成果やシミュレーションの情報を発信、あるいは共同研究者と情報共有すること
はとても重要なことです。

そこで、研究者がWebポータルを簡単に構築できるツールPOESY(ポージー)を
開発しました。

POESYでは、簡易ページ記述言語によってWebページを手軽に作成したり、
GUIからチャンネルとメニューを簡単に定義することができます。
例えば、この画面はあるシミュレーションの成果を紹介しているページです。
POESYでは、ディレクトリ上のファイルの一覧表示や可視化画像の組み込みを、
このような簡易言語を使ってページ定義ファイルの中に定義することができます。
ページ定義ファイルでは、文章ももちろん書けますし、この例のような、バナー, 
見出し, 段組, 箇条書き, 表(テーブル)も簡単に定義できます。
POESYは、単なるWebページ作成のツールではなく、計算サーバ利用部品と組
み合わせることでHPCポータルにもなりますし、運用管理部品を画面に組み込
みことで運用管理ポータルにもなります。
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HPC HPC ポータルポータル

ユーザ

ジョブ

ジョブ投入

計算サーバ
(スパコン/サーバ/クラスタ)

可視化サーバ

Webサーバ
ジョブ

計算結果

ジョブ

可視化結果

可視化
処理

共同研究者

結果参照

アプリケーション利用インターフェース

・Web I/Fで可視化
・バッチ処理で可視化

アプリケーションの入力パラメタ画面
を利用者自身が容易に作成可能。

情報発信用の
ディレクトリにcopy

ジョブ実行の適材適所化

HPCポータルは、Web I/Fの簡単な操作で各種の計算サーバを利用することが
できるシステムです。私どもが提供するポータル構築ツールPOESYと計算サー
バの利用部品で構成されています。リモート分散環境において、コンパイラや
ジョブ投入、ファイル操作を行うことが可能です。

大きな特長として、アプリケーションに特化したジョブ投入のパラメタ指定画面を
利用者自身が容易に作成できます。そのため、自分だけがそのI/Fを利用する
のではなく、そのアプリを利用する共同研究者等にも簡易なI/Fをサービスするこ
とができます。

また、計算結果や可視化結果を情報発信用のディレクトリに格納すれば、ポー
タル構築ツールPOESYの機能を活用して、シミュレーションで使用したパラメタ
や可視化結果をそのままこのような画像キャビネットで一覧表示することもできま
す。また、簡易ページ記述言語でページを容易に編集することもできます。バッ
チジョブの中でページ定義ファイルを作成してしまえば、更に手間は軽減するこ
とができます。これは、自分で過去のシミュレーション結果を整理するというだけ
でなく、シミュレーションの結果を共同研究するメンバに伝達するというケースに
おいても有用な機能と考えます。
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•ポータル構築ツールPOESYをベースにした分散システムの
運用情報表示機能
•POESYの簡易ページ記述言語によって、ページの任意の位
置に、各種情報を組み込み表示することが可能。
•情報の表示部品は、それぞれが単一の機能に特化したシン
プルなプログラムのためメンテナンス/カストマイズが容易。
•ポータルの「チャンネル」と「メニュー」を使って、情報の種類、
システムを分類し、体系的な運用管理ポータルを構築可能。

[機能]

稼働状態の表示 / 電源操作 / CPU負荷率・メモリ使用率の
表示(現在,及び1日,1月の変動グラフ) / ディスク使用率 / 
キュー状態 / ユーザ登録・削除 / ジョブログの検索 等

ノード稼働状態の表示例

稼働状況(CPU,メモリ)

System01

System02

System03

System05

System04

System06

System07

System08

System09

System01

System02

System03

System04

System05

System06

System07
System08
System09

CPU負荷率/
メモリ使用率
の表示例

*全サーバ状態情報

!xinclude x_node_status.cgi system01
!xinclude x_node_status.cgi system02
!xinclude x_node_status.cgi system03

!xinclude x_node_status.cgi system08
!xinclude x_node_status.cgi system09
!xinclude x_node_status.cgi system10

簡易ページ記述言語により各種情報の組み込みを定義

:

:
system01の

ノード稼働情報を
組み込み表示

system01の
ノード毎のCPU負荷
率/メモリ使用率を
組み込み表示

メニュー

チャンネル

運用管理運用管理ポータルポータル
運用遠隔監視

運用管理ポータルは、散在しているUNIXサーバ, スパコン, PCクラスタシステム
の運用情報をWebブラウザ上に分かりやすく、効率良く表示する機能です。私ど
もが提供するポータル構築ツールPOESYと、運用に関する各種情報を表示す
る部品とで構成されています。POESYの簡易ページ記述言語によって、画面
(ページ)の任意の位置に各種情報を組み込み表示することができます。各情報
を表示する部品は、ノード情報を表示するとかCPU負荷率とメモリ使用率を表示
するなど、それぞれの機能に特化したシンプルなブログラムとなっているため、メ
ンテナンスやカストマイズが可能です。

ここでは、システム内のノード状態を表示するx_node_status.cgi という部品を例
にあげます。この部品は上の図の赤の点線の箇所を表示するだけのプログラム
ですが、簡易記述言語のxinclude文によって、画面の中に組み入れられていま
す。表示するシステムの分だけこの定義を繰り返せば、全てのシステムの稼働
状態をこのように一覧表示することが可能です。

運用管理ポータルのその他の機能については、図中の[機能]の箇所に示すよう
なものがあります。

以上、ポータル関連の３つをご紹介しました。単なるポータルにとどまらず、お客
様の成果をそのまま情報発信したり、環境が変わってもお客様自身でカスタマイ
ズできる機能を有するものになっています。
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VisTraceVisTraceのご紹介のご紹介

ジョブの適材適所化

SynfiniWay

オーガニックジョブコントローラ（OJC)

SystenWalker CyberGRIP

HPC Portal

システム、ジョブ状態リモート監視

運用管理Portal

リアルタイム可視化、リモート可視化

VisTrace

Webオルケッタ

次にリアルタイム可視化ソリューションとしてVisTraceをご紹介します。
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VisTraceVisTrace
ライブラリレス・リアルタイム可視化ツール

計算の途中経過の可視化により、ＨＰＣプログラムの
デバッグやパラメタスタディを効率化

計算サーバ 可視化クライアント

計算プログラムを
書き換えずに

リアルタイムに
可視化できる！

いま実行中の計
算プログラム内
の配列を

リアルタイム可視化

HPCのプログラムを開発したり実行したことのある方なら、いま実行中の配列の
中身がどうなっているか、その場で可視化してみたいと思われたことが多々ある
と思います。しかしそのためには、ジョブをキャンセルしてデバッグWriteを入れ
るなどしてプログラムを書き換えないといけませんので、実際にはなかなかでき
なかったことと思います。

VisTraceはこの悩みを解消する画期的なリアルタイム可視化用ツールで、SS研
のワーキンググループで検討されたアイデアをもとに作成されたものです。
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ポスト処理（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ終了後に可視化）

リアルタイム可視化（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実行中に可視化）

可視化クライアント可視化クライアント計算サーバ計算サーバ

結果ﾃﾞｰﾀ
ﾌｧｲﾙ

④可視化結果ﾃﾞｰﾀ
ﾌｧｲﾙ

③ﾌｧｲﾙ転送

①ｼﾐｭﾚｰｼ
ｮﾝ

繰返し

可視化クライアント可視化クライアント計算サーバ計算サーバ

③可視化

②データ転送

①ｼﾐｭﾚｰｼ
ｮﾝ

繰返し

リアルタイム可視化リアルタイム可視化

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ終
了までキャ
ンセル不可

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに誤り
があれば終了前
にキャンセル可

②結果出力

リアルタイム可視化

HPCを使用する長時間シミュレーションジョブにおいては、すべての処理が終わ
るまで待ち、その結果のファイルをクライアントにすべて送ってから可視化し、し
かしこの時になって初めて期待していた情報ではなかった、無駄な計算をして
いたと思うことが少なくありません。リアルタイム可視化では途中結果のデータを
可視化クライアントに送り可視化することで、状態をリアルタイムに知ることができ
ます。これによって、シミュレーションに誤りがあればジョブの終了前にキャンセ
ルを行うことも可能です。
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VisTraceの特徴

計算プログラムの修正が不要

可視化する配列を自由に選べる

一般的な環境で利用できる

任意の可視化プログラムが利用できる

◆ 動作原理

計算プログラムの
ロードモジュール

計算プログラム

VisTrace

クライアント
ライブラリ

可視化
プログラム

メモリ領域 socket

外部プロセスの
メモリ読み出し

メモリ情報を解析

ライブラリレス・リアルタイム可視化ツール
リアルタイム可視化

VisTraceの最大の特徴は、計算プログラムの修正が不要という点です。VisTrace
は計算プログラムのロードモジュールから解析したメモリ情報をもとに、実行中の
計算プログラムのメモリ領域を読み出しますので、ライブラリコールやデバッグ
Writeなどを追加し修正する必要がありません。
このため可視化する配列も予め決めておく必要はなく自由に選ぶことができま
す。

また、メモリ共有やファイル共有などの特別な環境を構築する必要もありません。
通常のTSSやバッチで起動済みのプログラムに対しても使えます。可視化クライ
アント側はライブラリインタフェースを通じて任意の可視化プログラムが利用でき
ます。
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WebWebオルケッタのご紹介オルケッタのご紹介

ジョブの適材適所化

SynfiniWay

オーガニックジョブコントローラ（OJC)

SystenWalker CyberGRIP

HPC Portal

システム、ジョブ状態リモート監視

運用管理Portal

VisTrace

Webオルケッタ

リアルタイム可視化、リモート可視化

最後に、リモート可視化ソリューションとしてWebオルケッタをご紹介します。
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ＷｅｂオルケッＷｅｂオルケッタタ

富士通独自高速差分圧縮技術による

Web上で高速なPre/Postﾋﾞｼﾞｭｱﾘｾﾞｰｼｮﾝ実現 !!

クライアントに
データを残さない

完全なクライアント側
セキュリティの実現

完全なクライアント側
セキュリティの実現

独自の圧縮方式のため
見ても分からない

ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ

Webオルケッタｻｰﾊﾞｰ

CAEｱﾌﾟﾘはｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ上で動作

高速ﾋﾞｭｱﾘｾﾞｰｼｮﾝ高速ﾋﾞｭｱﾘｾﾞｰｼｮﾝ広域WAN

マルチｻｰﾊﾞｰ（Unix,LinuxWindwos）

サーバアプリからクライアント
のディスクはアクセス不可

IEブラウザより起動

リモート可視化

Webオルケッタはリモート環境において効率的に可視化機能を実現するツール
です。

通常Xウィンドウを利用する場合はPC側にも何らかのXウィンドウソフトを導入す
る必要がありますが、WebオルケッタはWeb環境を利用して、Xのデータ表示す
ることができるので、余計な環境定義を強制しません。当社独自の高速差分圧
縮技術を利用して、高速なPre/Postビジュアリゼーションを実現します。
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リモート環境における高速可視化リモート環境における高速可視化

ＦＪ－WAN
100Mbps

PRIMEPOWER900

･Xeon/3.20GHz, 
･メモリー：1GB 
･ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾎﾞｰﾄﾞMatrox Millennium G450 
･OS Windows(R) XP Professional
･Windows IE 5.x/6.0) 

粗い

精細

画質

４５４ＫＢ～５f/秒Tarantella

３５ＫＢ～３０f/秒Ｗｅｂｵﾙｹｯﾀ

転送量表示速度Ｗｅｂｱｸｾﾗﾚｰﾀ

ＷＯ＆アプリサーバ

(PRIMEPOWER900)

画質は細かく高速回転
（~３０ﾌﾚｰﾑ/秒）

通信量が少な
い（３５ＫＢ）

当社独自の高速差分圧縮技術はどれぐらい高速かと言いますと、類似製品とし
てはTarantellaがありますが、Tarantellaと比較してデータ転送量を約15分の１に
抑え、表示速度も約6倍となり、画質も精細です。Webオルケッタによってリモー
トでの可視化処理を高速に行い、業務のさらなる効率化を実現します。
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HPCHPC向け向けR&DR&Dソリューションソリューション まとめまとめ

フロント画面を利用し、簡単アクセスフロント画面を利用し、簡単アクセス

リアルタイム可視化、Web可視化による効率化リアルタイム可視化、Web可視化による効率化

LANLAN

ＳｙｎｆｉｎｉＷａｙＳｙｎｆｉｎｉＷａｙ

ＨＰＣ ＰｏｒｔａｌＨＰＣ Ｐｏｒｔａｌ

ＯＪＣＯＪＣ

ＶｉｓＴｒａｃｅＶｉｓＴｒａｃｅ

ＷｅｂオルケッタＷｅｂオルケッタ

運用管理 Ｐｏｒｔａｌ運用管理 Ｐｏｒｔａｌ

ジョブを適材適所に振り分けより効率的にジョブを適材適所に振り分けより効率的に

リモート分散環境

リモート分散環境における
効率的利用を実現し、

成果を最短時間で得られる

ソリューションを実現します

以上、概要だけではありますが、リモート分散環境におけるソリューションをいく
つかご紹介させていただきました。まだ機能的に不足している点もありますが、こ
れらは全て発展途上中のものです。当社では今後もこうした新しい計算機環境
における効率的利用を実現し、ハードウェア性能だけでなく研究成果、業務結
果を最短時間で得られるようなソリューションをご提供させていただきたいと思い
ます。

デモ会場にてそれぞれのデモを行っておりますので、ぜひ参加なさってください。
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